
特記仕様書 

 

１ 設置条件 

 (1)自動販売機の設置場所は、「令和 2年度 仙台市地下鉄南北線等 自動販売機設置事業者 募

集要領」（以下、「募集要領」という。）内「設置場所詳細図」のとおりとする。ただし、駅構

内の工事等のため自動販売機の一時移設が必要となる時は、設置事業者は、交通局が指定す

る位置に当該自動販売機を一時移設しなければならない。 

 (2)自動販売機の寸法は、募集要領内「自動販売機募集物件一覧」の「標準寸法」以下とする。

ただし、現地のスペースに余裕があり、交通局の承認を得た場合のみ、寸法を超過すること

ができる。 

 (3)一つの場所を複数の設置事業者が使用する場所においては、配置、大きさ、共用設備及び清

掃に関し関係事業者間で調整すること。 

 (4)既設の電気設備の改修を希望する場合は、交通局の承認を得たうえで、設置事業者の負担に

おいて行うこと。 

 (5)募集要領内「設置場所詳細図」において指定されている箇所には、自動販売機用電気設備（隣

接する他の設置事業者向けを含む）を上面や背面等に固定すること。 

 (6)Ａグループ富沢駅の 3台（募集要領内「設置場所詳細図」参照）の電源については、設置事

業者が電力会社と直接契約をすること。 

 (7)設置事業者が設置した設備は、原則として設置事業者の所有及び管理とする。 

 (8)設置工事にあたり、自動販売機本体の搬出入は地下鉄利用者を優先のうえ、終日可能とする

が、天井裏配線、音及び臭いを伴う作業については、駅及びバスターミナル等の営業時間外

とする。 

 (9)屋外に設置する際は、自動販売機背面の落ち葉等の清掃を行うこと。 

 (10)契約終了の際は、設置事業者の費用で自動販売機の区画を原状回復すること。（壁や床の穴

等の修繕を含む。） 

 

２ 営業条件 

 (1)Ａ～Ｉグループは缶・びん・ペットボトル・紙パック入りの飲料品（乳飲料を含む）、Jグル

ープは菓子・食品、Ｋグループは証明写真、Ｎグループはアイスクリーム類及び氷菓を主た

る商品として取り扱うものとする。ただし、主たる商品の補完的な位置づけにおいて、他の

品目を取扱うことができるものとする（例：飲料自動販売機の一部で菓子を扱う等）。なお、

Ａ～Ｊグループにおける補完商品は、ボタン数が全体の 1/3 以下、また、5品目以下までとす

る。 



 (2)酒類を取り扱うことはできない。また、給排水設備を必要とする飲料品及び食品を取り扱う

ことはできない。 

 (3)自動販売機の清掃や塵芥処理は、設置事業者が責任をもって行うこと。 

 (4)使用済み容器の回収については、各設置場所（一部を除く）の共用回収箱から、交通局（交

通局が委託する事業者）がその内容物を回収・処理することとする。ただし、設置場所の共

用回収箱が容量不足であると交通局が判断する場合、設置事業者毎に専用回収箱の設置を依

頼する場合がある。 

 (5)八乙女駅バスのりばにおいては、設置事業者間で調整のうえ、年 1回程度、自動販売機背面

の清掃を行うものとする。 

 (6)各駅に搬出入用の駐車スペースは無いので注意すること。 

 (7)鉄道事業及び自動車運送事業を優先とし、交通局が行う安全輸送の確保、駅施設等の更新及

び維持管理等の工事、並びに停電作業に協力すること。 

 (8)駅構内への売店の出店、リニューアルや自動販売機の増設等により営業環境が変化する場合

があることに留意すること 

 (9)自動販売機の広告パネルへは販売商品の紹介のみ掲出できるものとする。 

 (10)電子マネー決済による販売は可とする。 

 (11)貸付料算定のため毎月の売上額については、翌月 10 日までに交通局に報告すること。また、

毎月の売上報告のほか、別途売上詳細データの提出を求めることがある。 


